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【公開番号】特開2017-157251(P2017-157251A)
【公開日】平成29年9月7日(2017.9.7)
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【出願番号】特願2016-37564(P2016-37564)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/735    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/70     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/708    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/71     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ    5/735    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/70     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/708    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/71     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/738    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月14日(2018.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
［評価方法］
（１）１－ブロモナフタレン接触角
  接触角測定機（協和界面科学社製  接触角測定装置ＤｒｏｐＭａｓｔｅｒ７００）によ
り、以下の方法により接触角測定を行った。
  ロール状に巻き取った磁気テープをロールの端部から一定長さ切り取り得られたテープ
サンプルを、バックコート層表面がスライドガラス表面と接触するようにスライドガラス
上に設置した。テープサンプル表面（磁性層表面）に測定用液体（１－ブロモナフタレン
）２．０μｌを滴下し、液滴安定時間として1秒間放置後に、上記接触角測定機に付随の
接触角解析ソフトウェアＦＡＭＡＳにより液滴像を解析し、テープサンプルと液滴の接触
角を測定した。接触角の算出はθ／２法によって行い、１サンプルにつき６回測定した算
術平均を、磁性層表面において測定される１－ブロモナフタレン接触角とした。測定は雰
囲気温度２５℃および相対湿度２５％の環境で行い、以下の解析条件で１－ブロモナフタ
レン接触角を求めた。
  同じ磁気テープロールから新たにテープサンプルを切り出し、磁性層表面がスライドガ
ラス表面と接触するようにスライドガラス上に設置し、上記と同様の方法でバックコート
層表面において測定される１－ブロモナフタレン接触角を求めた。
  ・手法：液滴法（θ／２法）
  ・着滴認識：自動
  ・着滴認識ライン（針先からの距離）：５０ｄｏｔ
  ・アルゴリズム：自動
  ・イメージモード：フレーム
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  ・スレッシホールドレベル：自動
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